
ほなみ 
この仲間だからこその運動会 

～ 全力・団結・勝利に向かって燃え上がれ ～ 
 

さわやかな晴天のもと５月１８日(土)

に春季大運動会を開催しました。 

「子どもたち、一人一人が主役であるこ

と」を根幹に創ってきました。この大看板

も、担当の子どもたちが丁寧に仕上げた作

品で、運動会を盛り上げてくれました。 

 限られた紙面なので全ては紹介できませんが、金管バンド、スローガン作成、グラウンド整備、

万国旗ポスター、広報、用具、放送、国旗校旗、それぞれの係のみなさんが、準備してくれた大

会だからこそ、あれほど盛り上がり、楽しかったのだと思います。 

 運動会は、学校行事の中で数少ない勝敗を競うものです。全力を出し切って、本気で競い合う

体験は、とても貴重だと考えます。勝負する緊張感、やりがい、勝つ喜びと負ける悔しさ、これ

らは、戦い甲斐のある相手がいるからこそです。両軍をまとめあげ、仲間の士気を高めてくれた

応援団幹部のみなさん。そして、一生懸命に応援し、走り、力を発揮した運動会の主人公の金井

小学校一人一人の頑張りに、拍手を送りたいと思います。 

最後になりましたが、暑い中、お忙しい中、 

応援においでいただき、声援を送ってくださ 

いました地域の皆様、保護者の皆様に心より 

感謝申し上げます。 
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 子どもたちが選んだ『シンデレラ・ガール』

という曲に合わせて、運動の順序や組み合わせ

等、試行錯誤しながら子どもたちがつくりあげ

たオリジナルの準備運動で幕が上がりました。 

 １年生から６年生まで全員が、「頑張った」という

手応えを感じられる種目にしたいと、実行委員が知恵

を出し合って考えた新種目『一心同体！勝利を運ぶわ

たし船』。下学年は遅れないように、高学年は下学年

をいたわりながら、それぞれに力を出し切りました。 



 

金井地区は、米どころ山形の中でも稲作の盛んな地域と

して資料集などにも紹介されています。５年生の子どもた

ちは、そんな資料やパンフレットで山形の米作りについて

確かめるなどし、金井の稲作に関心を高め、２４日（金）田

植えに挑戦しました。 

最初は、田んぼ独特の包み込むような泥の感触に大声

を上げていました。しばらくすると、その感触も心地よ

くなったのか、服が汚れるのも気にせず、夢中になって

苗を植えていました。 

 田植えを終えて学校に戻ってきた子どもたちと「一人

２０～３０本ぐらい植えたのかなぁ。そこから茶碗何杯

分ぐらい収穫できるんだろうね」などと話しました。稲

作・米飯を、私たちはとても身近に思っていますが、田植

えから稲刈りまでの苦労や工夫、品種による育て方の違

い、どのくらいの稲からどのくらいの米が収穫できるのか、  

         知らないことばかりだと気づきました。 

 ほなみ水田での稲作は、学年の保護者の中から有志のサポーターにご協力をいただき、数年来、

齋藤嘉雄さんからご指導と水田の管理をしていただき進められています。こうした方々に支えて

いただいて、子どもたちは、教科書には書かれていないことを、経験を通して学ぶことができる

のだと大変ありがたく思いました。 

 

【６月の学校行事・ＰＴＡ活動】 

４日(火) 市小学校陸上記録会（５日予備日） 

７日(金) ３年交通安全教室・ＰＴＡ親子行事 

11日(火) プール開き 

11日(火)～14日(金) 個人面談 

26日(水) ２年生 地区探検 

     １年ＰＴＡ親子行事 

  

この他に PTA 専門部の活

動や会議等も予定されて

います。 

運動会の学びが、生きています 
運動会から 10日が過ぎようとしています。５月 27日（月）火災を想定した避難

訓練が実施されました。真剣な面持ちで、グラウンドに集まってくる子どもたち、

いのちを守る学習に取り組む真剣さが伝わってきます。 

私が、講評の最後に「今日の学びを今後につないでいきましょう。」と呼びかけ

ると、きりっと引き締まった「はい！」という返事が返ってきました。しっかり聴

いて、しっかり返事する。運動会期間に、応援団幹部のみなさんが創ってくれた学

びです。学びを行事で終わらせずに、日常につないでいる子どもたちの姿がとても

頼もしかったです。 
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